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構造骨格がジスルフィド結合からなるシリカを用いた新型環境応答性カプセルの創製

Synthesis of Stimuli-Responsive Nanocapsule Comprised of Silica Cross-Linked 
with Disulfide Bonds

１０３８０５８６研究者番号：

松根　英樹（Matsune, Hideki）

研究期間：

１６Ｋ０６８４６

年 月 日現在  元   ６   ７

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）：研究実施者が独自に開発した材料を用いて，内包した薬剤の保持と放出を制御できる
ガン治療用ナノカプセルを創製した．具体的には，細胞内に特有の物質と反応して分解する，ジスルフィド結合
からなる材料をカプセル壁に利用することでガン細胞中でのみ薬剤を迅速に放出するカプセルを調製した．調製
したナノカプセルを試験に用いると，細胞外では薬剤をカプセル内に保持し，細胞内では迅速に外部に薬剤を放
出する様子が観察され，細胞内外での薬剤の保持と放出を制御できたことを確認した．調製法は非常に容易であ
り，大量に合成できるので，今後，本分野で応用されることが期待される．

研究成果の概要（英文）：A new class of nanoparticle (NP) was fabricated by cross-linking 
silsesquioxane units via disulfide bonds to create a drug delivery nanocarrier exhibiting rapid 
drug-release together with self-decomposition in response to glutathione (GSH). Regarding 
doxorubicin (DOX)-loaded NPs, characterization of the nanostructures, their responsiveness to GSH 
and their cellular uptake by HeLa cells were examined.
The DOX-loaded NPs released DOX within the intercellular pool after internalization by HeLa cells. 
As the DOX-loaded NPs enabled stimulus-responsive rapid release of the loaded drug and 
self-decomposition to clusters, they could be useful as a new silica-based nanocarrier for cancer 
therapy.

研究分野：コロイド科学，レーザー，反応工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在，抗ガン剤の副作用や投与回数を軽減するために，抗ガン剤をナノカプセルに封入した上で血中に投与する
方法が利用されている．しかし，患部でも薬剤を放出しにくく，治療効果が低いという問題がある．本研究で
は，細胞内に特有の物質と反応して分解する新しい材料をカプセル壁に利用することでガン細胞中でのみ薬剤を
迅速に放出するカプセルを創製することに成功した．開発した新規抗ガン剤内包ナノカプセルは細胞外では薬剤
を保持し，細胞内では迅速に薬剤を放出するため，今後，ガン治療において，抗ガン剤の副作用や投与回数を減
らすための新しい方法論として応用されることが期待される．








